
今月の内容
・豊かな自然が育む『日出の湧水』
・第 33回城下かれい祭りが開催されました
・ 写真は、経塚山の山頂『ミヤマキリシマ自生地』からの風景

花
咲
く
山
の
頂
か
ら

　
　
　
　
ま
ち
を
見
下
ろ
す
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豊
か
な
自
然
が
育
む
湧
水
に
恵
ま

れ
、
お
い
し
い
水
の
恩
恵
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
日
出
町
。
町
内
の
水
く
み

場
に
は
、
ポ
リ
容
器
を
抱
え
た
水
く
み

客
が
連
日
足
を
運
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
日
出
町
の
上
水
道
の
多
く
は
湧
水

で
賄
わ
れ
て
お
り
、『
水
道
の
水
が
お

い
し
い
』
と
の
声
も
し
ば
し
ば
耳
に
し

ま
す
。

　
『
名
水
』
と
呼
ば
れ
る
湧
水
が
豊
富

な
場
所
は
、
雨
量
の
多
い
山
岳
地
帯
に

集
中
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
日

出
町
は
瀬
戸
内
式
・
小
雨
気
候
域
に
近

く
、
雨
量
は
決
し
て
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
山
田
湧
水
や
観
音
の
水

な
ど
多
く
の
場
所
か
ら
名
水
が
湧
き
出

て
い
ま
す
。

　

大
き
な
川
も
な
い
日
出
町
に
な
ぜ
湧

水
が
多
い
の
か
、
な
ぜ
日
出
の
水
は
お

い
し
い
と
言
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

鹿か
な
ご
え

鳴
越
連
山
に
降
り
注
ぐ
雨
が
地
下

に
浸
み
込
み
、
長
い
年
月
を
経
て
ミ
ネ

ラ
ル
を
含
ん
だ
良
質
の
水
と
な
っ
て
町

内
の
至
る
所
か
ら
湧
き
出
て
い
ま
す
。

雨
水
そ
の
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
ミ
ネ
ラ

ル
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
山
肌
を

覆
っ
て
い
る
腐
葉
土
の
分
解
に
よ
っ
て

生
じ
た
二
酸
化
炭
素
（
炭
酸
ガ
ス
）
が

溶
け
込
み
炭
酸
水
に
な
り
ま
す
。
こ
の

炭
酸
水
が
岩
石
や
土
壌
と
化
学
反
応
を

起
こ
し
、
岩
石
に
含
ま
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル

成
分
（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
な

ど
）
を
水
中
に
取
り
込
み
、
ミ
ネ
ラ
ル

豊
富
な
水
と
な
る
の
で
す
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
成
分
量
の
み
で
水
の
お
い

し
さ
が
決
ま
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
年
間
を
通
じ
て
ほ
ぼ
一
定
の
低

い
水
温
で
あ
る
こ
と
、
飲
み
や
す
い
軟

水
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
日
出
町
の
水
は

『
お
い
し
い
水
』
と
呼
ば
れ
る
条
件
を

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
出
の
湧
水
を
語
る
う
え

で
欠
か
せ
な
い
の
が
、
町
を
代
表
す
る

特
産
品
『
城
下
か
れ
い
』
と
湧
水
の
関

係
で
す
。『
天
下
の
美
味
』
と
称
さ
れ

る
『
城
下
か
れ
い
』
が
主
に
生
息
す
る

日
出
城
下
の
海
の
底
か
ら
は
、
湧
水
が

湧
き
出
て
い
ま
す
。
海
底
か
ら
湧
き
出

す
真
水
と
海
水
が
入
り
混
じ
り
、
豊
か

な
漁
場
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
『
城
下

か
れ
い
』
が
育
ま
れ
る
の
で
す
。

日
出
の
湧
水

豊
か
な
自
然
が
育
む

水くみ場には容器を抱えた水くみ客が後を絶たない
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山田湧水（豊岡長野区） 観音の水（豊岡小浦区）

６月１日～７日は水道週間です

　『安心安全な水』。その信頼にお応えするため、日出町では、定期的な水質
検査や老朽管の更新事業を行っています。これからも皆さまに安心してご使
用いただけるよう努めてまいります。
　水は、私たちの生活に欠かすことのできない大切な資源です。無駄なく使
いましょう。
○蛇口はしっかり閉めましょう。
○漏水チェックのため、水道メーターを定期的に確認しましょう。
■水道に関する問合先　上下水道課　上水道管理係　☎ 73-3134

第 60回  水道週間スローガン
『　水道水　安全　おいしい　金メダル　』

　『ザビエル道（西鹿鳴越道）』登山口のすぐそばにあり、
登山客がのどを潤すオアシスでもあります。山田湧水は
県内でも屈指の名水と名高く、水くみに訪れる人が後を
絶ちません。周囲には棚田が広がり、美しい景観も楽し
めます。

　国道 10 号から小浦交差点を曲がり、高架をくぐると
すぐ右手に見えます。観音の水は、かつて近隣でトンネ
ル工事を行っていた際に湧き出した湧水。観音堂の前に
水くみ場があり、ポリ容器を手にした人々でいつも賑わっ
ています。

日 出 町 の 湧 水 ス ポ ッ ト と い え ば コ コ！

知知知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

日日日
出
町
の
上
水
道
の
多
く
は
、

湧湧湧湧湧
水
で
賄
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

5 地表に湧き出す

1 雨が降る

2 地下に浸み込む

3 腐葉土の分解によって生
じた二酸化炭素（炭酸ガス）
を溶かして炭酸水になる

4 炭酸水が岩石や土壌と科
学反応をおこし、岩石に含
まれるミネラルを取り込む

日
出
の
湧
水
が
で
き
る
ま
で

人
々
を
惹
き
つ
け
る
日
出
の

『
お
い
し
い
水
』
は
、
日
出
町

の
豊
か
な
自
然
が
生
み
出
し
た
し
た

恵
み
の
水
で
す
。
町
の
特
産
品

で
『
天
下
の
美
味
』
と
の
誉
れ
誉
れ

高
い
『
城
下
か
れ
い
』
が
味
わ
味
わ

え
る
の
も
、
日
出
城
下
の
海
中

か
ら
湧
き
出
す
真
水
と
海
水
が
水
が

入
り
混
じ
り
、
豊
か
な
漁
場
が
場
が

形
成
形
成
さ
れ
さ
れ
る
か
る
か
ら
な
の
で
の
で
す
。
す
。

海底から湧き出る水が
城下かれいを育む
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HIJI  TOWN  TOPICS

公式 Facebook で
町の旬な情報をリアルタイムで発信中！

日出町フェイスブック

４月～５月

第
33
回
城
下
か
れ
い
祭
り　

盛
大
に
開
催
!!

約
４
万
２
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た

　

５
月
12
・
13
日
、
第
33
回
城
下
か
れ
い

祭
り
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
延
べ
約

４
万
２
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

12
日
の
式
典
に
よ
り
祭
り
が
開
幕
。
そ
の

後
に
行
わ
れ
た
『
も
ち
ま
き
』
で
は
、
日
出

町
消
防
団
の
団
員
ら
多
く
の
人
た
ち
が
早
朝

か
ら
準
備
し
た
も
ち
米
１
６
０
㌔
分
の
も
ち

が
ま
か
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
の
一
番
の
目
玉
は
、
町
内
料
理
店
な

ど
で
限
定
の
料
理
を
楽
し
め
る
『
城
下
か
れ

い
賞
味
会
』（
事
前
予
約
制
）。
２
日
間
あ
わ

せ
て
約
９
０
０
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
出
漁
港
で
は
恒
例
の
『
漁
師
の
味
ひ
ろ

ば
』『
漁
船
遊
覧
』『
お
魚
つ
か
み
取
り
大
会
』

な
ど
が
開
催
。『
お
魚
つ
か
み
取
り
大
会
』

で
は
、
今
年
も
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加

し
、
逃
げ
回
る
魚
を
一
生
懸
命
に
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
出
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設
置

さ
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
町
の
伝
統
芸

能
『
辻つ
じ
ま
が
く

間
楽
』『
津つ

じ
ま嶋

神か
ぐ
ら楽

』
の
披
露
を
は

じ
め
、
町
の
ふ
る
さ
と
親
善
大
使
で
あ
る

河か
わ
ち内
明
美
さ
ん
、
速は
や
み水
映え
い
と人
さ
ん
の
歌
謡

シ
ョ
ー
や
、
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
２
日
間
に
わ
た
り
多
く
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
、
会
場
は
大
変
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

「イカが取れたよ！」（お魚つかみ取り大会）

消防団員と幼年消防クラブによる餅つき 伝統芸能『辻間楽』の披露 速水映人オンステージ

「行ってきま～す」（漁船遊覧）
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HIJI  TOWN  TOPICS

ワイヤー錠と啓発チラシを持つ生徒代表の２人

自
転
車
盗
難
防
止
を
呼
び
か
け

中
学
校
に
自
転
車
ワ
イ
ヤ
ー
錠
贈
呈

　

４
月
19
日
、
日
出
中
学
校
で
自
転
車

盗
難
防
止
用
ワ
イ
ヤ
ー
錠
の
贈
呈
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
転
車
に

乗
る
機
会
の
増
え
る
中
学
新
１
年
生
を

対
象
に
、
盗
難
防
止
に
活
用
し
て
も
ら

お
う
と
、
日
出
町
防
犯
協
会
連
合
会
が

実
施
し
た
も
の
。
日
出
中
学
校
お
よ
び

大
神
中
学
校
に
計
３
０
０
個
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
同
会
の
会
長
で
あ
る

本
田
町
長
か
ら
、
生
徒
代
表
の
羽
田
野

煌あ
き
と斗

さ
ん
と
上
村
舞ま

い
は羽

さ
ん
（
と
も
に

日
出
中
学
校
１
年
生
）
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠

と
啓
発
チ
ラ
シ
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

羽
田
野
さ
ん
は
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ

の
な
か
で
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
盗
難
防
止
に
努
め
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

競
技
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る

各
地
区
で
体
育
祭
を
開
催

　

４
月
22
日
、
豊
岡
、
日
出
、
藤
原
、

大
神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
小
学
校
を

会
場
と
し
て
、
各
地
区
の
体
育
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
は

も
っ
て
こ
い
の
快
晴
。
春
に
し
て
は
強

い
日
差
し
の
な
か
、
多
く
の
地
区
住
民

ら
が
集
ま
り
、
競
技
を
通
じ
て
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

　

大
神
地
区
で
は
、
ビ
ン
釣
り
競
争
、

区
対
抗
リ
レ
ー
、
パ
ン
食
い
競
走
な
ど

が
行
わ
れ
、
競
技
参
加
者
に
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
た
の
が
区
対
抗
リ
レ
ー
。
各
区
の
代

表
選
手
ら
が
健
脚
を
競
い
合
い
、
気
持

ち
の
良
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

記念館・資料館の意義について話す平井館長

帆
足
萬
里
記
念
館
・
歴
史
資
料
館

改
修
工
事
を
終
え
再
開
館

　

帆ほ
あ
し足

萬ば
ん
り里

記
念
館
・
歴
史
資
料
館
が

改
修
工
事
を
終
え
、
４
月
24
日
に
再
開

館
し
ま
し
た
。

　

同
館
は
、
平
成
28
年
１
月
に
旧
萬
里

図
書
館
の
建
物
を
活
用
し
て
開
館
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
収
蔵
資
料
を
よ
り
適

切
な
環
境
で
保
存
・
管
理
し
て
い
く
た

め
に
、
設
備
の
見
直
し
を
実
施
し
、
同

年
10
月
か
ら
休
館
。
改
修
工
事
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

同
日
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
本
田

町
長
が
「
町
の
歴
史
を
守
り
伝
え
て
い

く
と
と
も
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
愛

さ
れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
願
う
」
と

あ
い
さ
つ
。
平
井
義
人
館
長
に
よ
る
講

話
も
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
、
記
念
館
・
資

料
館
の
果
た
す
意
義
な
ど
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

熱戦が繰り広げられていた区対抗リレー（大神）

黙とうを捧げる参列者ら

人
間
魚
雷
『
回
天
』
特
攻
隊
員
ら
を
追
悼

大
神
地
区
の
回
天
神
社
で
例
祭

　

４
月
25
日
、
大
神
地
区
に
あ
る
回
天

神
社
で
例
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
神

突
撃
隊
が
開
隊
し
た
昭
和
20
年
４
月
25

日
に
合
わ
せ
、
毎
年
こ
の
日
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

例
祭
に
は
、
大
神
回
天
会
の
会
員
や

海
上
自
衛
隊
関
係
者
な
ど
約
60
名
が
参

列
。
人
間
魚
雷
『
回
天
』
に
関
係
し
た

戦
没
者
１
０
７
３
柱
に
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
大
神
回
天
会
の
松
本
智
さ
と
る

会
長
、
目
代
副
町
長
は
「
今
日
の
平
和

を
築
い
て
き
た
方
々
に
敬
意
を
表
し
、

平
和
の
尊
さ
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻

み
、
後
世
に
伝
え
た
い
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
同
会
の
魚
住
修
三
事
務

局
長
が
、
回
天
と
大
神
訓
練
基
地
の
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。
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HIJI  TOWN  TOPICS

第
13
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

日
出
町
選
手
団　

結
団
式

　

５
月
７
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

第
13
回
大
分
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
出
場
す
る
日
出
町
選
手
団
（
岡
部

忠
夫
団
長
以
下
58
名
）
の
結
団
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
部
団
長
は
「
今
年
も
さ
ら
な
る
活

躍
が
で
き
る
よ
う
大
会
に
臨
み
、
活
気

あ
る
日
出
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

選
手
団
を
代
表
し
て
、
岩
本
華か
す
み澄
選

手（
陸
上
）が
選
手
宣
誓
し
、「
正
々
堂
々

と
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　

選
手
ら
は
、
陸
上
・
卓
球
・
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
の
各
競
技
に
出
場
し
ま

し
た
。

結団式に出席した選手ら

区
長
と
し
て
地
域
の
発
展
に
寄
与

土
井
功
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

旭日単光賞を受章した土井さん

　

平
成
30
年
春
の
叙
勲
を
受
章
し
た
土

井
功
さ
ん
（
日
出
町
区
長
会
長
・
豊
岡

本
町
区
区
長
）
が
、
５
月
９
日
に
役
場

を
訪
れ
、
受
章
を
本
田
町
長
に
報
告
し

ま
し
た
。

　

土
井
さ
ん
は
豊
岡
本
町
区
区
長
を
20

年
間
に
わ
た
り
務
め
、
地
域
社
会
の
発

展
に
寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
旭
日
単

光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
活
動
だ
け
で
な
く
、
日

出
町
区
長
会
長
、
大
分
県
自
治
会
連
絡

会
副
会
長
も
務
め
、
行
政
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
井
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地

域
活
動
に
取
り
組
ん
で
こ
れ
た
。
章
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
受
章
に

あ
た
っ
て
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
。

退任した推進員７名に感謝状が贈られました

日
出
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

委
嘱
状
交
付
式
・
総
会
を
開
催

　

日
出
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
の

委
嘱
状
交
付
式
が
４
月
25
日
、
総
会
が

５
月
23
日
、
中
央
公
民
館
で
そ
れ
ぞ
れ

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
嘱
状
交
付
式
で
は
、
各
地
区
の
健

康
づ
く
り
推
進
委
員
５
名
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
を
代
表
し
て
委
嘱
状
を
本
田

町
長
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
今
回
退
任
し
た
推
進
員

７
名
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
細
川
礼
三
会
長
は
あ
い

さ
つ
の
な
か
で
「
２
０
２
５
年
問
題
に

直
面
す
る
な
か
で
、
医
療
費
増
大
な
ど

の
影
響
を
少
し
で
も
弱
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
活
動
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

５
月
23
日
、
町
内
の
危
険
箇
所
を
確

認
す
る
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
国
・
県
の

関
係
機
関
や
自
衛
隊
、
警
察
や
消
防
な

ど
か
ら
関
係
者
約
30
名
が
参
加
。

　

本
田
町
長
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で

「
日
頃
か
ら
危
険
箇
所
に
注
意
を
払
い

防
災
意
識
を
高
め
、
万
が
一
に
備
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

危
険
予
想
箇
所
の
説
明
が
行
わ
れ
た

後
、
町
内
２
カ
所
の
現
地
視
察
を
実

施
。
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
え
た
後
、
参
加

者
か
ら
は
「
関
係
機
関
の
横
の
つ
な
が

り
を
重
視
し
、
情
報
収
集
に
当
た
り
た

い
」「
地
域
住
民
に
よ
る
危
険
箇
所
の

見
ま
わ
り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
日
常
的
に

行
う
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
危
険
箇
所
を
確
認

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

危険箇所を確認する参加者ら
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地区・区名 氏　名

南
端
地
区

目刈 吉野　次晴

高平 末綱　文雄

薄尾 阿部　詞雄

今畑 髙橋　圀隆

柏川 西園寺公輝

豊
岡
地
区

太田 髙橋　信朝

是城 廣瀬紀久夫

長野 石川伊知郎

法花寺 畑中　和洋

上の原 木下　弘幸

宮の下 本田　和幸

中の二 稗田　哲夫

中の三 阿部　徳光

影の木 岩尾　一敏

西の一 池部　長行

西の二 山本　正弘

西の三 畑中　哲翁

西 江藤晟太郎

新町 豊岡禮次郎

仲町 螻川内久司

本町 土井　　功

小浦 工藤都四男

影平 大塚　優二

辻間団地東 松木俊一郎

辻間団地西 冨松　眞弘

辻間団地南 安部　哲郎

辻間団地北 安藤　　覺 

地区・区名 氏　名

日
出
地
区

南浜 長野　孝正

北浜 髙茂　明弘

若宮 合原　　勝

下町 冨来　好明

本町 森永　淳司

中央 安倍三千也

八日市 脇口　近美

西八日市 諸富　　勉

佐尾 三重野　博

上仁王 河村　孝則

東仁王 大塚　正司

堀 岩﨑　英男

内堀 阿部　忠雄

日出団地 加藤　洋一

藤
原
地
区

東部 河野　文宏

南部 手嶋　　久

西部 目代　玉喜

中部 工藤　久雄

一北 木付　幸一

赤松 宮田　博仁

自然郷 吉田　壽樹

川
崎
地
区

宗行 仲山　哲夫

則次 則次　弘敏

辻の尾 林　　　洋

成行 堀　　五郎

千騎 加藤　雅洋

大峯 二宮　孝明

地区・区名 氏　名

川
崎
地
区

 平原 堀田　義人

 東小深江 宗村　昭幸

 西小深江 白水　憲一

 内野 手嶋　玉夫

大
神
地
区

北大神 河野　保則

南大神 利光　武美

後村 本田　邦彦

中村 河野　三次

中央 利光　秀康

三尺山 中野　公二

上深江 上野　　彰

高尾 中野　　昭

日比の浦 藤川　栄治

港 青木　　一

牧の内 江浦　正博

軒の井 佐藤　則利

原山 松本　一秀

片原津 早見　生太

照川 武野　和明

真那井 小石　逸雄

八代 佐藤　隆信

平成 30 年度の区長が決まりました
　４月 26 日、平成 30 年度日出町区長会総会が中央公民館で開催されました。総会に先立ち、退任
区長感謝状贈呈式が行われ、昨年度で退任された 19 名の区長を代表して德丸末昭さん（川崎青津山区）
と佐藤賢之助さん（豊岡西の二区）が感謝状を受け取りました。
　総会では、平成 29 年度の決算や平成 30 年度の事業計画・予算などが承認され、土井功区長会長（豊
岡本町区長）のもと平成 30 年度がスタートしました。また、本年度の区長に対して町非常勤職員特
別職として委嘱状の交付が行われ、代表して土井会長が受け取りました。

平成 30年度区長名簿（敬称略）

■ 問合先　総務課
　　　　　☎ 73-3150　　
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

▼ 
国
民
年
金
保
険
料
後
納
制
度

　

後
納
制
度
と
は
、
時
効
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成

30
年
９
月
ま
で
の
３
年
間
に
限
り
、
過

去
５
年
分
ま
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
で
す
（
通
常
は
、
２
年
を
過
ぎ
る

と
時
効
に
な
り
ま
す
）。

　

過
去
５
年
以
内
の
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
の
年
金
額
が

増
え
た
り
、
年
金
の
受
給
資
格
を
得
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
３
年
度
以
上

遡
っ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
と
き
は
、

当
時
の
保
険
料
に
加
算
金
が
つ
き
ま

す
）。
納
め
忘
れ
の
あ
る
方
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※ 

後
納
制
度
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
、
後
納

制
度
に
よ
る
納
付
を
ご
利
用
い
た
だ

け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先　

住
民
課　

年
金
係

☎ 

73
‐
３
１
２
２

▼ 

小
深
江
漁
港
２
号
泊
地
の
利
用
者

　

募
集
に
つ
い
て

　

日
出
町
で
は
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

の
係
留
施
設
と
し
て
、
小
深
江
漁
港
２

号
泊
地
係
留
施
設
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
２
隻
分
の
施
設
の
空
き
が

出
ま
し
た
の
で
、
新
た
に
利
用
者
を
募

集
し
ま
す
。
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
以
下
の
募
集
要
領
を
ご
確
認
の

上
、
日
出
町
役
場
農
林
水
産
課
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

■ 

募
集
人
数　

２
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■ 

係
留
箇
所　

15
番
、
18
番

※
番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

■
募
集
締
切　

６
月
29
日
（
金
）

■
利
用
条
件

○
利
用
者　

日
出
町
に
住
所
を
有
す
る
方

○ 

船　

舶　

全
長
８
・
０
㍍
、
幅
２
・
５

㍍
以
下
の
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

■
利
用
料

　
 

年
間
３
万
６
９
６
０
円
（
１
カ
月
あ

た
り
３
０
８
０
円
）

※ 

年
度
途
中
か
ら
の
利
用
と
な
る
た

め
、
今
年
度
は
月
割
り
、
来
年
度
か

ら
は
１
年
分
を
一
括
で
お
支
払
い
い

た
だ
き
ま
す
。

■
必
要
書
類

①
係
留
施
設
使
用
申
込
書

②
船
舶
免
許
の
写
し

③
船
舶
検
査
証
の
写
し

④
住
民
票
ま
た
は
住
民
票
等
調
査
承
諾

　

書
■
問
合
先　

農
林
水
産
課　

水
産
振
興
係

☎
73
‐
３
１
２
７

▼
日
出
町
戦
没
者
追
悼
式

■ 

日
時　

７
月
６
日
（
金
）
10
時
30
分

開
式

■
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

○ 

遺
族
会
会
員
に
は
遺
族
会
か
ら
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
遺
族
会

に
加
入
し
て
い
な
い
ご
遺
族
で
、
参

列
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
以
下
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○ 

戦
没
者
と
は
、『
昭
和
12
年
の
日
中

戦
争
以
降
の
軍
人
・
軍
属
・
準
軍
属

で
、
戦
争
が
原
因
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
』
で
す
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課　

地
域
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
１

▼
豊
岡
平
道
地
区
担
当
の
民
生
委
員
が

　

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

民
生
委
員
は
、
身
近
な
地
域
で
悩
み

ご
と
や
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
方
々

に
、
相
談
窓
口
な
ど
の
情
報
提
供
や
問

題
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
道
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
今

後
は
次
の
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
新
任
者　

 

笠か
さ
ざ
き﨑

ま
ゆ

☎
72
‐
５
９
６
３

　

な
お
、
前
任
者
の
古
田
德
子
さ
ん

は
、
４
月
30
日
付
け
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
。

■ 

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
に
関

す
る
問
合
先

　

福
祉
対
策
課　

地
域
福
祉
係

☎ 

73
‐
３
１
２
１

▼ 

初
心
者
狩
猟
講
習
会

①
わ
な
猟
（
２
回
開
催
）

【
１
回
目
】

■
開
催
日　

７
月
16
日
（
月
・
祝
）

■ 

場
所　

大
分
県
林
業
会
館
（
大
分

市
）

■ 

受
講
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
日
）
〜
８
日
（
日
）

■
受
講
料　

８
０
０
０
円

【
２
回
目
】

■
開
催
日　

８
月
４
日
（
土
）

■ 

場
所　

杵
築
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

受
講
申
込
受
付
期
間

　

７
月
21
日
（
土
）
〜
29
日
（
日
）

■
受
講
料　

８
０
０
０
円

②
第
一
種
銃
猟
お
よ
び
第
二
種
銃
猟

（
２
回
開
催
）

【
１
回
目
】

■ 

開
催
日
時　

７
月
21
日
（
土
）・
22

日
（
日
）
２
日
間

■ 

場
所　

大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
）

■ 

受
講
申
込
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
日
）
〜
８
日
（
日
）

■ 

受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

【
２
回
目
】

■ 

開
催
日
時　

９
月
29
日
（
土
）・
30

日
（
日
）
２
日
間

７
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創業スクール in 日出町
　創業とは、事業を始めること、会社や店を新しく興すことをい
います。創業というと敷居が高く、二の足を踏んでしまう方が多
いと思いますが、本スクールは創業への入口と考えています。創
業をめざす方だけでなく、創業に関心のある方も参加可能ですの
で、ぜひお申し込みください。

■申込・問合先　
　日出町商工会
　☎ 72-2232　FAX 72-1667
　MAIL info@hiji.oita-shokokai.or.jp
　（〒 879-1506　日出町 2612-2）

■対象者 ○創業をめざす方や関心のある方
  ○創業して間もない方（概ね１年未満）
  ※４日間参加が可能であること
■受講料 無料 
■定員  10 名（先着順）
■申込期限 ６月 26 日（火）
※ 全４回を受講された方は、認定特定創業支援事業による支援を受けたこと
になります。証明書の発行には、商工観光課への申請が必要になります。

第１回
【財　　務】

６月 29 日（金）19 時～ 21 時
　○第１部『資金調達について』
　　　　　　講師：大分県信用組合 中小企業支援センター
　　　　　　　　　　センター長　　末　祐一郎　氏
　○第２部 『IT を活用した「経営計画書」の作り方・生かし方』　
　　　　　　講師： ㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤  崇　氏

第２回
【人材育成】

７月６日（金）19 時～ 21 時
　『社長がやる稼ぐ組織の作り方！』
　　講師：㈱ＩＴ武装コンサルティング
　　　　　　代表　ＩＴ武装コンサルタント　工藤  崇　氏

第３回
【経　　営】

７月 27 日（金）19 時～ 21 時
　『経営のモヤモヤをスッキリさせる柔軟な思考術』
　　講師：㈱ビズ・ナビ＆カンパニー
　　　　　　シニアコンサルタント　原  秀治　氏

第４回
【販路開拓】

８月３日（金）19 時～ 21 時
　『実践！クラウドファンディング活用による顧客作り』
　　講師：㈱ビズ・ナビ＆カンパニー
　　　　　　シニアコンサルタント　原  秀治　氏

≪創業スクール カリキュラム（会場はすべて日出町商工会館２階）≫

■ 
場
所　

大
分
県
猟
友
会
（
大
分
市
）

■ 
受
講
申
込
受
付
期
間

　

８
月
27
日
（
月
）
〜
９
月
７
日
（
金
）

■ 

受
講
料　

１
万
２
０
０
０
円

※ 

す
で
に
い
ず
れ
か
の
狩
猟
免
許
を
所

持
し
て
い
る
方
は
、
知
識
試
験
の
う

ち
、
鳥
獣
の
保
護
お
よ
び
狩
猟
の
適

正
化
に
関
す
る
法
令
、
お
よ
び
鳥
獣

に
関
す
る
知
識
の
試
験
が
免
除
さ
れ

ま
す
が
、
講
習
は
で
き
る
だ
け
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

■
注
意
事
項

○ 

大
分
県
に
住
所
地
を
有
し
、
後
日
、

大
分
県
が
行
う
狩
猟
免
許
試
験
を
受

験
す
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○ 

電
話
に
よ
る
申
込
お
よ
び
講
習
会

当
日
の
申
込
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
。

○ 

講
習
会
の
申
込
を
し
た
方
は
、
そ
の

権
利
を
他
の
人
に
譲
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

○ 

平
成
27
年
度
か
ら
、
わ
な
猟
免
許
の

取
得
年
齢
が
18
歳
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■ 

申
込
・
問
合
先

　

日
出
町
猟
友
会
事
務
局

☎
０
８
０
‐
８
５
５
９
‐
４
４
４
１
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

日出町ふれあい農園利用者募集
　日出町で開設している『ふれあい農園』の
平成 30年度利用者を追加募集します。
　募集は随時行いますので、この機会に野菜
や花の栽培を体験してみませんか。

◇募集区画 13 区画
◇区画面積 １区画 42.5 平方㍍
 （５㍍× 8.5㍍）
◇利用できる方 農業者以外の方で
 通作可能な方
◇貸付期間 年度更新（最長５年）
◇貸付料 6,000 円／年
◇場所 日出町川崎 438 番地１
■申込・問合先　農林水産課　☎ 73-3127

案 

内 

図

日出町職員採用試験（平成30年10月１日採用）
■第一次試験日  ７月 22日（日）
■試験会場  日出町役場　
■受験申込受付期間 ６月４日（月）～６月 22日（金）（土日祝日を除く）
   ※郵送の場合は、６月 22日（金）消印有効
■試験内容  高校卒業程度の学力を必要とする試験問題
■提出書類  日出町職員採用試験受験申込書・受験票・受験票返送用の封筒（82円切手貼付）
■申込書の配布  総務課で６月１日（金）から配布
   ※ 日出町ホームページ（https://www.town.hiji.lg.jp/）からもダウンロー

ドできます。
■職種・採用予定者数・受験資格

職 種 採用
予定者数 職務内容・受験資格（すべての要件を満たすこと）

一般行政職
【土木①】 ２名

土木関係の専門業務等に従事します。
○昭和 53年 4月 2日から平成 12年 4月 1日までに生まれた人
○ 高等学校もしくは大学で土木課程を専攻し、卒業もしくは平成
30年 9月 30日までに卒業見込みの人または土木の専門知識・
技能を有する人

一般行政職
【土木②】 １名

地籍関係の専門業務等に従事します。
○昭和 48年 4月 2日から平成 8年 4月 1日までに生まれた人
○ 地籍調査管理技術者の資格を有する人または平成 30年 9月 30
日まで同資格を取得見込みの人

※身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳の交付を受けている方は、
　①自力による通勤ができ、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能である
　②活字印刷物による出題に対応できる
　の要件をすべて満たせば受験できます。
※ いずれの職種も性別および日本国籍の有無を問いません。ただし、日本国籍を有しない場合は、
永住者または特別永住者に限られます。

※受験申込時の住所は問いませんが、採用後日出町に居住することができる方に限ります。
※地方公務員法第 16条に該当する人は受験できません。

■申込書提出・問合先　総務課  総務人事係　☎ 73-3150

※『平成 31 年 4月採用分の試験』については、広報ひじ 8月号に掲載予定です。
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　①子育てのための改修工事、②三世代同居のための
改修工事、③高齢者のためのバリアフリー改修工事の
費用の一部を補助しています。

【補助対象（世帯要件）】
① 子育てのための改修工事
　 18 歳未満の子どもがいる世帯で、世帯員全員の前年
の所得総額が 600 万円未満の世帯

②三世代同居のための改修工事
 　 18 歳未満の子どもを含む、三世代以上で構成される
世帯

※ 出産や転居などで申請日以降に三世代同居となる世
帯を含む

③高齢者のためのバリアフリー改修工事
　 65 歳以上の高齢者がいる世帯で、世帯員全員の前年
の所得総額が 350 万円未満の世帯

※ 高齢者と高齢者以外からなる世帯の所得は、公的年
金などの所得を除く

【補助対象（住宅要件）】
町内にある住宅
※その他要件はお問い合わせください。

【補助対象工事】
①～③に関する工事

【申請締切】
平成 31年１月 31日（木）
※募集戸数に達したときは早期締切

【補助金額】
①・③　…　 補助対象経費の 10分の２以内
　　　　　　（上限 30万円／１戸）
②　　　…　 補助対象経費の 10分の５以内
　　　　　　（上限 75万円／１戸）
【募集戸数】
①～③それぞれ 1戸ずつ

【申込・問合先】
都市建設課  建築係　☎ 73-3172
※詳細についてはお問い合わせください。

　昭和 56 年５月以前に建築された耐震性能が不足し
ている木造住宅に対して、耐震診断の所有者負担額が
定額となるように補助を、耐震改修（全体耐震改修・
段階的耐震改修・耐震シェルター改修）費用に対して
は対象改修費用の割合分の補助をしています。
○耐震診断とは
　 診断士がお宅に訪問し、住まいの耐震性を正確に診
断すること

○耐震改修とは
　 住宅を補強など、地震に対して安全性を高める工事を
行う事や、工事に伴う耐震補強設計や工事監理など

【補助対象】
昭和 56年５月 31日以前に建築された木造住宅（併用
住宅で、住宅部分の面積が２分の１以上のものを含む）

【申請締切】
平成 31年 1月 31日（木）
※募集戸数に達したときは早期締切

【耐震診断  所有者負担額】
定額 5,500 円
※ 定額を超えた分の診断費用は県と日出町が負担しま
す。
※ 家の形が複雑、築年数が極端に古いなどの場合、別
途費用が必要な場合があります。

【耐震改修補助額】
改修費用の３分の２
（改修の内容により上限が異なります）
○全体耐震改修　上限 80万円
※ 面積や築年数などの各要件に該当している場合は、
上限が 100 万円となります。
○段階的耐震改修　上限 60万円
○耐震シェルター改修　上限 30万円
※耐震補強設計・工事監理費も含む

【募集戸数】
耐震診断　3戸　／　耐震改修　3戸

【申込・問合先】
都市建設課  建築係　☎ 73-3172

住宅改修の補助（子育て・三世代・高齢者）

住宅改修、耐震診断・耐震改修の補助 など
木造住宅の耐震診断・耐震改修

　大分県建築士事務所協会では、昭和 56年５月以前に建てられた木造住宅に住んでいて、耐震診断が必
要かどうか気になっているお宅に、耐震アドバイザーがお伺いして簡単な診断を行った後、耐震に関する
相談などに応じる耐震アドバイザー派遣制度をおこなっております。※費用は無料。

【対象】
 昭和 56 年５月 31日以前に建築された木造住宅
（木造以外の昭和 56年５月以前に建てられたマンションも派遣対象です）

耐震アドバイザー派遣制度について

【申込・問合先】
大分県建築士事務所協会
☎ 097-537-7600
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

★子ども・子育て利用者支援事業
　保育所や幼稚園、認定こども園のこと、一時預かり

や病児保育など地域の子育て支援サービスのこと、児

童館や地域支援センターでの子育て中のママの交流の

こと、子どもの発達のこと、妊娠中に気になっている

ことなど、子育てに関する相談を、子育て支援員がお

受けします（無料）。

■実施場所

　 日出町地域子育て支援センター『ＨＵＧくみ』（保健

福祉センター内）☎ 85-8820

■実施日時

　月～土曜日の９時～ 15 時（日、祝、年末年始を除く）

★ファミリー・サポート・センター事業
　育児の援助を受けたい人（おねがい会員）と援助を

行いたい人（まかせて会員）とを結び付け、地域全体

で育児に頑張るママたちをサポートします。おねがい

会員は、まかせて会員に利用料（１時間 600 円～ 700

円＋実費）を支払い、サポートを受けます（おねがい・

まかせて会員になるには、まずは登録が必要です）。

【援助の例】

「用事の間、子どもを誰かに見ていてほしい」「学校の

行事の時に下の子を預かってほしい」「保育園の送り迎

えをしてほしい」など、保護者の方に代わって、会員

が送迎や預かりなどの一時的で軽易な活動を行います。

■登録場所

　 日出町地域子育て支援センター『ＨＵＧくみ』（保健

福祉センター内）　☎ 85-8899

子育て支援に関する制度をご案内します

★病児・病後児保育事業
　保育所、幼稚園、認定こども園、小学校に通う子ど

もが、病気などの理由でいつも通っている施設をお休

みしないといけなくなり、かつその保護者が就労など

の理由により自宅での保育が困難な場合に、その子ど

もをお預かりします。利用には、事前登録をしたうえで、

利用日の１日以上前に予約が必要です。利用料は１日

あたり 1,800 円程度です。

■実施施設

① 藤原こども園 病後児保育室 たんぽぽ 　

　☎ 72-7070

② 山香病院 病児保育所 きつきっずケアルーム 

　☎ 75-1234

③ 杵築中央病院 病児保育所 さくらんぼ

　☎ 0978-68-8333

★子育て短期支援（ショートステイ）事業
　児童を養育している家庭の保護者が疾病、出産、事故、

冠婚葬祭などの社会的な理由で、家庭での養育が一時

的に困難になった場合や、経済的問題などで緊急一時

的に保護を必要とする場合に、児童福祉施設で児童を

一時的に養育・保護します。利用期間は１週間以内です。

所得に応じて利用者負担金があります。

■問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

★休日保育の利用
　保護者の就労などの理由により、日曜日・祝日に自

宅で子どもを保育できない場合に、その子どもをお預

かりします。利用には、事前登録をしたうえで、利用

日の２日以上前に予約が必要です。

■実施場所　山香児童館　☎ 75-2223

■利用時間　８時～ 18 時まで

■利用料　1,000 円

※ P.16 ～ P.19『健康・子育て』コーナーにも子育てに関する情報を掲載しています。
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図書 館だより
日出町立図書館　☎ 72-3232

新刊案内

●行政相談
　場所 役場新館１階　相談室
　日時 ６月５日（火）10時～ 15時
　 ７月３日（火）10時～ 15時
　問合先 総務課　☎ 73-3150
●消費生活相談
　場所 商工観光課（役場旧館２階）
　日時 月～金曜日（※祝休日を除く）
　　　　　８時 30分～ 17時
　※ 専門相談員の在席は、月・木曜日（休
庁日の場合は翌開庁日）の９時 30分
～ 16時 30分

　問合先 商工観光課　☎ 73-3158
●無料人権相談所
　相談先 大分地方法務局杵築支局
 ☎ 0978-62-2271
　なびダイヤル　☎ 0570-003-110
●法律相談（要予約）
　日時 第２火曜日（保健福祉センター）
 第４火曜日（役場 333 会議室）
 ※祝日の場合は休み
 13 時 30 分～ 16時 30分
　費用 30 分につき 5,400 円
 ※ 収入が一定以下の方および多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会
  　☎ 097-536-1458
●行政書士無料相談会
　（第２金曜日・申込不要）
　場所 333 会議室（役場新館 3階）
　日時 ６月８日（金）13時～ 16時
　 ７月 13日（金）13時～ 16時
　問合先 大分県行政書士会杵築支部
　　　　　☎ 72-0975（阿部）
●公証人による無料相談会
　（第 1水曜日・要申込）
　場所 333 会議室（役場新館 3階）
　日時 ６月６日（水）15時 30分～ 17時
　 ７月４日（水）15時 30分～ 17時
　問合先 大分公証人合同役場
　　　　　☎ 097-535-0888
※定期相談は P.19 にも掲載しています。

■６月の休館日

　４（月）・11（月）・18（月）・25（月）・28（木）

■読み聞かせ（おはなしのへやで開催）

○『ブーフーウー』による読み聞かせ

　日時：　６月９日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児～小学生

○『FUMFUM（ふむふむ）』による読み聞かせ

　日時：　６月 23 日（土）　11 時～ 11 時 30 分

　対象：　乳幼児

■図書館見学ツアー

　毎月行っていましたが、今年度から年２回程度に変更します。

『 悲しみの処方箋』
主婦の友社：編　　主婦の友社：刊

　大切な人を失ったり、予期せぬ病を患ったり。
この本では、そういった深い喪失感や、やるせな
い悲しみを経験した人たちの物語がテーマごとに
紹介されています。また、心の専門家による悲し
みの処し方ヒント、苦しみ弱っている人への接し
方などが分かりやすい言葉で書かれています。悲
しみと寄り添いあいながら、もう一度立ち上がろ
うとする人々の姿がとても印象的で、温かなメッ
セージが込められている一冊です。

『コンタミ　科学汚染』
伊
い よ は ら

与原  新
し ん

：著　　講談社：刊

　世にはびこる “ ニセ科学 ”。それは、一般人には
馴染みのない専門用語でそれらしく科学を騙るま
がいもの。大学院生の圭は、准教授の宇

う が じ ん

賀神のか
つての想い人が “ 万能深海酵母群 ” という怪しげ
な商品の開発に関わり、姿を消したと聞かされる。
研究に没頭し、ニセ科学を嫌っていた彼女がなぜ
そんな事をしたのか？宇賀神と共に行方を探し始
めるが…。汚染された科学の闇に立ち向かうサイ
エンス・サスペンス。

『王さま　でかけましょう』
寺
てら むら

村  輝
て る お

夫：著　　理論社：刊

　ある日、窓の外につばめが巣を作っているのを
見つけてからというもの、気になってしょうがな
い王さま。生まれたひなも大きくなって、アフリ
カへ帰ろうとするつばめたちに一緒に連れていっ
てくれとお願いします。長旅に備え、大きなハン
モックにこれでもかと荷物をのせていきますが…。
さて、王さまは無事に旅立てるのでしょうか？わ
がままだけれど、どこかにくめない王さまに思わ
ず笑ってしまうお話です。
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町長室から
日出町長　本田 博文 第 14回

　

第
33
回
城
下
か
れ
い
祭
り
は
、

初
日
が
天
候
に
恵
ま
れ
て
多
く
の

人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
開
会
式

が
始
ま
る
頃
に
は
、
日
出
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
の
周
り

に
は
多
く
の
皆
さ
ん
が
見
え
て
お

ら
れ
ま
し
た
。　

　

今
年
は
、
テ
ン
ト
の
中
の
椅
子

席
を
増
や
し
ま
し
た
が
、
多
く
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
、
ス

テ
ー
ジ
の
催
し
物
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
た
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
来
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
出
町
障
が
い
者
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

平
成
30
年
第
１
回
定
例
会
に
お

い
て
、
議
会
の
承
認
を
い
た
だ
い

て
「
日
出
町
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
健
や
か
で
安
ら
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
制

定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
障
が
い
の
あ
る

人
に
対
す
る
差
別
の
解
消
、
そ
し

て
そ
の
権
利
を
尊
重
し
、
障
が
い

や
障
が
い
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
立
と

社
会
参
加
の
た
め
の
環
境
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

条
例
の
検
討
に
先
立
っ
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
「
内
部
障
が
い
（
内

臓
機
能
の
障
が
い
）
は
、
外
見
か

ら
は
解
り
に
く
い
が
、
そ
の
よ
う

な
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し

て
欲
し
い
」「
以
前
に
比
べ
る
と

配
慮
さ
れ
て
い
る
部
分
は
増
え
た

が
、
ま
だ
不
十
分
」「
就
学
に
対

し
て
不
安
が
大
き
い
」「
経
済
的

に
自
立
で
き
る
く
ら
い
の
賃
金
が

得
ら
れ
る
仕
事
に
つ
き
た
い
」
と

い
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
条
例
の
検
討
に
あ

た
っ
て
は
、
障
が
い
者
団
体
や
家

族
の
会
、
福
祉
関
係
事
業
者
な
ど

様
々
な
立
場
の
方
に
委
員
に
就
任

し
て
い
た
だ
き
、
４
回
に
わ
た
っ

て
検
討
会
を
開
催
し
た
う
え
で
、

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

日
出
町
の
条
例
制
定
に
先
立
つ

平
成
28
年
４
月
に
、
障
害
者
差
別

解
消
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
障

が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格

と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共

生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障

が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

制
定
さ
れ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
国
は
共
生
社
会
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰

も
が
互
い
を
尊
重
し
、
地
域
で
支

え
合
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、

そ
し
て
生
き
が
い
を
持
っ
て
参
加

で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
日
出
町
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

総
合
案
内
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

　

本
年
度
か
ら
、
日
出
町
役
場
の

新
館
入
口
の
ホ
ー
ル
に
総
合
案
内

窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
役
場
に
来
ら
れ
た
際

に
、
ど
こ
の
窓
口
へ
行
け
ば
手
続

き
が
で
き
る
か
、
そ
の
窓
口
は
ど

こ
に
あ
る
か
な
ど
を
尋
ね
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
か
ら
５
月
７
日
ま
で

の
約
１
カ
月
の
間
に
、
４
８
９
件

の
ご
案
内
を
い
た
し
ま
し
た
。
お

尋
ね
の
多
い
部
署
は
、
住
民
課
が

最
も
多
く
て
１
５
３
件
と
全
体
の

31
㌫
を
占
め
て
お
り
ま
し
た
。
続

い
て
、
税
務
課
、
健
康
増
進
課
、

総
務
課
、
生
活
環
境
課
の
順
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
お
尋
ね
以
外

で
は
、
年
度
始
め
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
、
書
類
や
配
布
物
を
受
け

取
り
に
来
ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
総
合
案
内
窓
口
で
は
、

な
ん
で
も
相
談
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
前
記
の
期
間
に
６
件
の
相
談

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
軽

自
動
車
の
廃
車
に
関
す
る
こ
と
や
、

墓
地
の
名
義
変
更
の
こ
と
、
裁
判

所
か
ら
通
知
が
来
た
が
内
容
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
、
ど
う
し
た
ら
い

い
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た
相
談
な
ど
、

様
々
で
す
。
ご
相
談
に
応
じ
ら
れ

る
範
囲
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
役
場
の
業
務
外

の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
や
身
の
回
り
の
こ
と

で
お
困
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

本年度から設置された総合案内窓口

2018.6 ⑭2018.6⑮



こころのまど
人権コラム 2018 年度

人権教育・啓発事業計画

　2018（平成 30）年　　　　　　　　

★５月下旬  『人権だより』№①発行
　　　
★６月 22 日（金） 人権講座❶
　　　
★７月中旬  『人権だより』№②発行
★７月下旬
　 ≪差別をなくす運動月間≫に備え、人権啓発
チラシ配布

★８月 20 日（月）～ 21 日（火）
　 第 45 回九州地区人権・同和教育夏期講座（別
府市）

★８月 28 日（火）
　 差別をなくす人権講演会（人権講座❷を兼ね
る）

★ 10 月５日（金） 人権講座❸
★ 10 月 20 日（土）
　 ヒューライツフォーラム 2018 人権教育研究
大会（日田市）

★ 11 月６日（火） 人権講座❹
★ 11 月上旬  『人権だより』№③発行
★ 11 月下旬  
　≪人権週間≫に合わせ、人権啓発チラシ配布

★ 12 月８日（土）
　 第９回日出町人権フェスティバル（人権講座❺）
★ 12 月中旬
　大分県社会人権同和教育推進協議会実践交流会
　『人権だより』№④発行

　2019（平成 31）年　　　　　　　　

★２月 13 日（水） 人権講座❻
★２月中旬  『人権だより』№⑤発行

人権講座の予定・内容

□６月の講座❶
・時間　19 時～ 20 時 30 分
・場所　中央公民館　視聴覚室
・内容　DVD（LGBT） 視聴と講話（人権担当）
　　　
□８月の講座❷
・時間　　10 時～ 11 時 50 分
・場所　　中央公民館ホール
・内容　　≪差別をなくす人権講演会≫
　　　　　同和問題　　
　　　　　山口県人権教育センター　川口泰司さん

□ 10 月の講座❸
・時間　　19 時～ 20 時 30 分
・場所　　中央公民館　視聴覚室
・内容　　『盲導犬と共に』
　　　　　大分県盲導犬協会会員　堤  江美子さん

□ 11 月の講座❹
・時間　　13 時 30 分～ 16 時
・場所　　杵築市隣保館から波多方峠方面
　　　　　※集合は中央公民館（往復バス）
・内容　　『杵築藩浅黄半襟逃散一揆』
　　　　　杵築史談会　久米  忠臣さん

□ 12 月の講座❺　　
・時間　９時 30 分～ 12 時
・場所　中央公民館ホールおよびロビー
・内容　講演会（テーマ未定）、講師検討中

□２月の講座❻　　
・時間　19 時～ 20 時 30 分
・場所　中央公民館　視聴覚室
・内容　未定、講師検討中

　日出町の本年度の事業計画をご紹介します。
町民の皆さまがいろいろな場で人権感覚を身に
つけ、人権を尊重する豊かな社会を実現するた
め、学習の機会や人権情報をご活用ください。

人権だより『じんけん』の発行

　『人権教育・啓発に関する基本計画』で掲げられて
いる人権８課題（同和問題など）を重点として取り上
げます。児童・生徒の人権作品、人権情報、講演・講
座内容も紹介します。年間５回発行予定です。人権意識を高め、人権尊重

の町づくりをするために、
進んで学習のチャンスを生
かしましょう。 住民課／生涯学習課
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健　康
子育て

交流ひろばHiCaLi  一時託児室     
☎  72 - 6611

6月の休日当番医
健康増進課　☎ 73-3130

オレンジカフェひとやすみ
　物忘れに関する相談や、情報交換を気軽にできる場です。物
忘れが気になっている方、家に閉じこもりがちになっている方、
配偶者や両親のことを相談したいご家族など、いろいろな方が
集まっています。お茶やお菓子を準備しております。費用は無
料です。お気軽にお越しください。
　毎月第１水曜日、第３木曜日に開催しています。
○６月 21 日（木）　10 時～ 12 時
　場所：交流ひろばHiCaLi 多目的室
○７月４日（水）　10 時～ 12 時
　場所：深見記念館（二の丸館横）
■問合先　地域包括支援センター　☎ 73-3115

　ふれあい食堂にこにこは、子どもと大人が気軽に集まり、一
緒にご飯を食べる食堂です。
　共働き家庭やひとり親家庭が増え、子どもを取り巻く環境が
変化するなかで、食事を通じて、子どもたちが気軽に立ち寄り、
また、お年寄りの方と楽しく安心して過ごせるふれあいの場で
す。
　なお、今年度は６月から毎月順番に各地区を回って実施する
予定です。

【第１回】
■日時　6月 24 日（日）11 時～ 12 時　
■場所　豊岡地区公民館
■対象者　
　 豊岡地区にお住まいの子ども（幼稚園児・小学生）および
　65 歳以上の方
■料金　1人 200 円
■定員　30 名（定員になり次第申し込みを終了します）
※事前の申し込みが必要です（申込締切日 6月 13 日（水）まで）

【第２回】
■日時　7月 14 日（土） 11 時～ 12 時　
■場所　中央公民館
■対象者
　 日出地区にお住まいの子ども（幼稚園児・小学生）および
　65 歳以上の方
■料金　1人 200 円
■定員　30 名（定員になり次第申し込みを終了します）
※事前の申し込みが必要です（申込締切日 7月 3日（火）まで）

詳細は下記までお問合せいただくか、
町ホームページをご覧ください。

■主催　日出町女性団体連絡協議会　
　　
■事務局　総務課
■申込・問合先　☎ 73-3150

子どもとお年寄りの
ふれあい食堂にこにこ

＊診療時間 9時～ 17時
＊  町報発行後に休日当番医が変更にな
る場合があります。各医療機関や健康
増進課にご確認ください。

～７月の休日当番医～
 1日 日出児玉病院 72-2724
 8日 八重眼科医院 73-1221 
 15日 鈴木病院 73-2131
 16日 こうまつ循環器科内科クリニック 73-0077
22日 松本整形外科クリニック 73-2775
29日 サンライズ酒井病院 72-2266

●季節の折り紙教室【たなばた】
　6月12日（火）10時～12時
　参加費100円（託児利用の方は無料）
●あみもの教室【エコたわし  ほか】
　6月15日（金）13時～15時
　参加費500円（託児利用の方は300円）
※いずれも事前の申込が必要です。

【運営】NPO法人パワーウェーブ日出

～６月の休日当番医～
 3日 鈴木病院 73-2131
 10日 サンライズ酒井病院 72-2266 
17日  岡田内科クリニック 28-0101
 24日 日出中央医院 72-2534
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日出町地域子育て支援センター
Ｈ
は ぐ

ＵＧくみ　　☎ 85 - 8820

お忘れなく！児童手当現況届
　児童手当を受給している方は、毎年６月中に「児童手当現況
届」を提出しなければなりません。受給者には５月末に通知し
ています。
　現況届の提出がない場合は、翌月分からの児童手当の支給が
できなくなりますので、忘れずに手続きをしてください。

■受付期間　６月１日（金）～ 29 日（金）※土日を除く
※ただし、６月 17日（日）は特別に受付を行います。

■受付時間　開庁日の８時 30 分～ 17 時
■手続きに必要なもの
　印鑑（シャチハタ不可）、受給者の健康保険証
※その他必要に応じて提出する書類があります。

　６月定期払いの児童手当の振込日は６月 13 日（水）です。
　今回の支払いは２月分～５月分の手当です。
　登録されている通帳でご確認ください。

■児童手当に関する問合先
　子育て支援課  子育て支援係　☎ 73-3177

児童手当の振込みについて

日出町地域子育て支援センター

　H
は ぐ

UGくみ ６月の相談日

■申込・問合先
　日出町地域子育て支援センターH

は ぐ

UGくみ　☎ 85-8820

①　保育コーディネーター相談日
　　　６月 14 日（木）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：高月美穂（藤原子ども園主任保育士）

②　歯科衛生士相談日
　　　６月 20 日（水）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：山田良子（歯科衛生士）

③　臨床心理士相談日
　　　６月 22 日（金）10 時 30 分～ 12 時 30 分
　　　相談員：板井奈穂子（臨床心理士）

④　気になる子どもに寄り添う子育て相談会『暖
だんだん

暖』（※要申込）
　　　６月 25 日（月）10 時～ 12 時
　　　相談員：海口廣子（精神保健福祉士）
　　　協力：つむぐ

※敬称略

● 子連れdeヨガ
　 (子育て中ママ･要申込･300円)
　6/4(月)･18(月)11時～12時
● マタニティ・ヨガ (妊娠５カ月以上安定
期の方･要申込･500円)　

　6/6(水) ･20(水)11時～12時
● マタニティ・サロン (妊娠中の方･要申込)
　6/8(金) 10時30分～11時30分
　 赤ちゃんと触れ合ったり、先輩ママとお
話ししたりできます♪

● 産後deヨガ (産後1年以内ママと赤ちゃん･
要申込･300円･飲み物と汗ふきタオル持参)
　 ベビーヨガ、ベビーマッサージも行っています。
　6/11(月)･25(月)11時～12時
● 親子リトミック教室 
　(乳幼児･要申込･ボール持参)
　6/12(火)11時～12時
● えいごであそぼ！Peek-a-boo
　6/13(水) 11時～11時30分
● たのしい絵本の読み聞かせ (乳幼児)
　6/15(金) 11時15分～11時45分
● マタニティハンドメイド『てづくりスタイ』 
　 (妊娠中の方･要申込･300円)
　6/26(火) 10時～12時
● WAKUWAKUつみきくらぶ 
　6/27(水) 10時30分～12時
● ひじハピ『わくわく交換会』
 　 (子育て中ママ･要申込･10品以上の交換
品を持参)　6/28(木) 10時30分～12時

●赤ちゃん広場（要申込･200円）
　6/4(月) ･7/9(月) 10時30分～
●スマイル子育て相談会（中央公民館和室）
　6/14(木) 10時30分～
●すくすく☆成長の記録
　6/18(月) 10時～12時
●  教えて！消防士さん（要申込）
　 AEDの使い方や心肺蘇生法の仕方・誤飲
などの時の対処法を分かりやすく説明

　6/26(火) 10時～12時
●  ママのお部屋（要申込･400円）
　～フェルトで絵本づくり～
　6/28(木) 10時～12時
●  七夕まつり
　～フェルトで絵本づくり～
　7/7(土) 10時30分～13時
●  親子グループ活動　10時30分～
 0～1歳児 6/6･13･20(水)
 2歳児 6/8･15･22(金)
 3～5歳児 6/5･12･19(火)

さざんか児童館     ☎ 72 - 8383
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『第 33回国民文化祭・おおいた 2018』『第 18 回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会』

日出町事業『世界のヒョウタン展』ヒョウタンづくり参加者募集
　『第 33 回国民文化祭・おおいた 2018』『第 18 回全国障害者芸術・文化祭おおいた大会』が、
10 月６日から 11 月 25 日までの 51 日間、県下各市町村で開催されます。日出町では、催しの
１つに『世界のヒョウタン展』を開催し、世界の珍しいヒョウタンを展示するほかに、障がい
のある方の手作りのヒョウタン作品を展示します。ヒョウタン作りに挑戦してみたいという方
を募集しています。
■対象　 町内に在住、または勤務されている障害者手帳をお持ちの希望される方で、制作場所

まで来ることができる方
■制作期間　６月から９月までの第２・第４土曜日（時間はいずれも 13 時から２～３時間程度）
■制作場所　中央公民館　木工工作室  ■費用　無料
■申込期限　６月 21 日 ( 木 ) まで  ■指導者　大分県愛瓢会会員の方
■申込・問合先　生涯学習課　文化 ･スポーツ振興係　☎ 73-3156
※ 作品は 10 月６日（土）から 10 月 21 日（日）までの間、交流ひろば HiCaLi で展示します。
展示期間終了後、作品は制作者の方にお返しします。

』

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

ひかえめ塩分じっこうしよう！
節塩方法の合言葉『塩ときだ』

　『食塩をとらない』
　○麺類のつゆは半分または全部残す。1.3g ～ 2.6 ｇの節塩になる。
　○醤油の使い方に気を付ける。『かける』ではなく『つける』にする。
　○汁は具だくさんにして汁を半分に。水分が少ないと調味料も節約できる♪

　『食塩にきをつける』
　○食塩を多く含む食品は１日１回少量に。
　　干物、漬物、ちくわ、ハム、ソーセージなど
　○できあいの惣菜・加工食品を減らす。

　『体内からだす』
　○野菜をたっぷり食べる。1日５皿以上をうす味で。
　○果物、ナッツ類、牛乳・乳製品、雑穀などもしっかり食べる。
　　１日に果物は約 200 ｇ、牛乳 ･乳製品は 100 ｇ程度

節
塩
は
少
し
ず
つ
で
も

　

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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　『おおいた歩得（あるとっく）』は、県民の健康維持に
つながる生活習慣の定着化を図ることを目的に、無理せ
ず楽しみながら参加でき、継続して利用できるスマート
フォン用アプリケーションです（大分県が運営）。
　日常のウォーキングや健診などによって得られる健康
ポイントが目標ポイントに達成すると『おおいた歩得
カード』が画面に表示されます。
　『おおいた歩得カード』は、県内の協力店で提示する
事で特典を受けることができるお得なカードです。他に
もランクアップにより、豪華商品を抽選でプレゼント !
　みんなで健康になってポイントを集め、『おおいた歩
得カード』を獲得しましょう。

※  大分県内に在住の 18 歳以上（高校生を除く）の方が
対象となります。

ダウンロード方法など、詳しくはホームページでご確認
ください。
『おおいた歩得』で検索してください！
http://oita-altok.jp/

■問合先　県健康づくり支援課　☎ 097-506-2666

健康づくりでポイントがたまる
スマホアプリ『おおいた歩得』

使っていますか？

このＱＲコードを読み込むと

特設サイトへジャンプします。

健
●家庭児童・母子婦人相談
　相談先 子育て支援課　☎ 73-3177
●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　☎ 0120-462-110
 　　　　（24時間 365 日受付）
●障がい児・者等支援相談
　相談先  社会福祉法人みのり村・みのり

障がい者生活支援センター　
 ☎ 75-7020
　相談先 児童発達支援センター『プリンちゃん』
 ☎ 28-0250
●障がい児・者生活支援相談
　相談先 太陽の家障害者生活支援センター
 ☎ 72-1682（８時～ 17時）
●障がいのある方の『親なきあと相談室』
　日時　　平日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　９時～ 17時
　場所　　渓泉寮けいせんプラザ
　問合先　大分県渓泉寮　☎ 72-1721
　※相談無料
　※事前の申込が必要です
●高齢者総合相談
　相談先 地域包括支援センター
 （健康増進課内）☎ 73-3115
●こころの相談会
　（完全予約制の個別相談・無料・秘密厳守）
　場所　　保健福祉センター
　日時　　６月 13日（水）
　　　　　７月７日（土）・11日（水）
　　　　　９時～ 12時、13時～ 16時
　※７月７日は、原則 40歳未満の方が対象
　問合先　福祉対策課　☎ 73-3126
　※日出町に住民票がある方に限ります
　※相談時間は１時間程度
　※相談日の２日前までに要申込
●わいわい教室（保護者同士の交流など）
　日時　　６月 15日（金）10時～
　場所　　保健福祉センター
　対象　　発達に支援が必要なお子さんの保護者
　問合先　子育て支援課　☎ 73-3177

※定期相談はP.13 にも掲載しています。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

児玉　孝仁

平下　有香

毎週金曜日

毎週火曜日

　金曜日以外でも検査可能です。（木曜日は除く）

　大分大学医学部附属病院　所属

　日本人の死因の上位に入る胃がんや、最近多くなった大腸がんを早期に発見するた
めに、がん年齢と言われる40歳以上の方は、定期的な検査をお勧めします。（火曜日は
女性医師）

■内視鏡検査のご案内

　病院に通う交通手段に困っている。あるいは体の不自由で通院が難しいなど、お困り
の場合はご相談下さい。医師と看護師がご自宅までお伺いし、計画的に診療いたします。

■訪問診療いたします

医師名 曜　日 備　考
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別府湾ロイヤルホテル

国道10号
歩道橋 →日出中心部

→仁王

←大分

↑黒岩グラウンド

JR豊後豊岡駅

豊岡小 第二谷口歯科
松屋寺

GS

老人ホーム希空

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

消
防
設
備
士
試
験
受
験
者
募
集

　

当
試
験
は
消
防
法
に
基
づ
き

県
の
委
任
に
よ
り
毎
年
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

▼
試
験
日
時

　

 

８
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時

試
験
開
始

▼
試
験
会
場　

大
分
大
学

▼
願
書
の
配
布

　

５
月
31
日
（
木
）
か
ら
開
始

※ 

大
分
県
消
防
保
安
室
、
県
内

各
消
防
（
局
）
本
部
、（
一
財
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
大

分
県
支
部
に
て
配
布
し
ま

す
。

▼
願
書
受
付
期
間

　

  【
電
子
申
請
】
６
月
29
日

（
金
）
か
ら
７
月
９
日
（
月
）

ま
で

　

 【
書
面
申
請
】
７
月
２
日

（
月
）
か
ら
７
月
12
日
（
木
）

ま
で

▼ 

問
合
先
・
願
書
の
提
出
先

　

 

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

大
分
県
支
部

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
０
４
２
７

募  

集

調
理
師
試
験
の
実
施

　

調
理
師
試
験
の
受
験
者
を

募
集
し
ま
す
。
受
験
資
格
な

ど
詳
細
は
、
保
健
所
な
ど
で

配
布
す
る
受
験
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼ 

試
験
日
時

 　
 

 10
月
13
日
（
土
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

▼  
会
場　

大
分
大
学
旦
野
原

キ
ャ
ン
パ
ス

▼
願
書
受
付
の
締
切
日

　

  

６
月
25
日
（
月
）

▼ 

問
合
先

　

 

調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー

☎
０
３
‐
３
６
６
７
‐
１
８
１
５

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
今
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
に
つ
い
て
、
第
１

回
は
８
月
31
日
ま
で
、
第
２

回
は
９
月
20
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し

上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

 

７
月
15
日
（
日
）、
８
月
12

日
（
日
）、９
月
２
日
（
日
）

▼ 

問
合
先　

放
送
大
学
大
分

学
習
セ
ン
タ
ー（
別
府
市
）

☎
67
‐
１
１
９
１

身
体
に
や
さ
し
い
整
体
施
術
会

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
が

伝
え
る
、
プ
ロ
に
よ
る
身
体

に
や
さ
し
い
整
体
の
施
術
会

で
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す

が
、
予
約
が
必
要
で
す
。
楽

な
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

▼ 

日
時　

６
月
14
日
（
木
）・

28
日
（
木
）　

10
時
〜
17
時

※
ど
ち
ら
か
１
日
を
選
択

▼ 

場
所　

深
見
記
念
館

▼ 

定
員　

各
７
名

▼
予
約
・ 

問
合
先

　

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋

の
会
事
務
局

☎
72
‐
６
０
０
４

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
陽
だ
ま
り

　

が
ん
患
者
サ
ロ
ン
と
は
、

が
ん
を
体
験
し
て
い
る
仲
間

や
、
そ
の
ご
家
族
の
交
流
の

場
で
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
サ

ロ
ン
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ

シルバー人材センターの
会員になりませんか？

入会希望者説明会を開催します。
　日出町在住の 60歳以上の方を対象にした入会
説明会を開催します。毎月第２・第４火曜日に
開催。申込は不要です。
■日時
　６月 12日（火）・26日（火）10時～ 11時
■ 場所
　 日出町シルバー人材センター
　（日出郵便局の隣）
■対象
○町内在住 60歳以上の方
○ センターの趣旨に賛同される方
■問合先　日出町シルバー人材センター
　　　　　☎ 75-9620
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

い
。
参
加
無
料
、
申
込
不
要
。

▼
日
時　

６
月
８
日
（
金
）

　

14
時
〜
16
時

▼ 

場
所　

交
流
ひ
ろ
ば
Ｈ
ｉ
Ｃ

ａ
Ｌ
ｉ

▼ 

対
象　

が
ん
患
者
さ
ん
、
ご

家
族
（
ご
家
族
だ
け
の
参
加

も
可
）

▼ 

内
容　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
ハ
ン
ド

マ
ッ
サ
ー
ジ

▼ 

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
送
迎
運
転
手
講
習

▼ 

対
象　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
て
就
業
を
希
望
す
る
方

▼ 

募
集
締
切　

７
月
10
日

（
火
）
必
着

▼ 

実
施
日　

７
月
18
日
（
水
）・

19
日
（
木
）　

２
日
間

▼
募
集
人
数　

12
名

▼ 

場
所 

ビ
ー
コ
ン
プ
ラ
ザ

（
別
府
市
）
ほ
か

▼ 

受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代　

無
料

▼
申
込
・
問
合
先

○ 

大
分
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会

☎
０
９
７
‐
５
８
５
‐
５
６
１
５

○ 
日
出
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
75
‐
９
６
２
０　

消
防
設
備
士
試
験
準
備
講
習

　

今
年
度
の
消
防
設
備
士
試
験

を
受
験
す
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

講
習
日
時　

７
月
22
日（
日
）

９
時
30
分
〜
17
時

▼ 

場
所　

大
分
県
教
育
会
館

▼ 

講
習
種
別　

１
類
・
４
類
・

６
類
（
各
甲
乙
種
）

講  

座

▼ 

受
付
期
間　

６
月
18
日

（
月
）
〜
７
月
13
日
（
金
）

▼ 

受
講
申
込
書
の
交
付
場
所

　

 

各
消
防
本
部
（
局
）、
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
、
当
協
会

 

▼  

問
合
先

　

 

大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
３
１
２
５

調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　

今
年
度
の
調
理
師
試
験
の
願

書
提
出
者
、
な
ら
び
に
今
後
調

理
師
試
験
を
受
け
る
予
定
で
、

事
前
に
学
習
し
よ
う
と
す
る
方

を
対
象
と
し
た
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

※ 

本
講
習
会
を
受
講
し
た
だ
け

で
は
、
調
理
師
試
験
の
受
験

資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼ 

講
習
日
程　

７
月
12
日

（
木
）・
13
日
（
金
）
10
時
30

分
〜
15
時
30
分

▼ 

場
所　

別
府
ビ
ー
コ
ン
プ
ラ

ザ
３
階
31
会
議
室

 

▼  

問
合
先　

大
分
県
食
品
衛
生
協
会

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
０
０
８
１
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※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

▼ 

日
時　

７
月
11
日
（
水
）、

７
月
25
日
（
水
）、
８
月
８

日
（
水
）
※
全
３
回

▼ 

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
）

▼ 

対
象　

16
歳
以
上
の
発
達
障

が
い
者
の
ご
家
族

▼ 

内
容　

講
義
、
話
し
合
い
、
演
習

▼
参
加
費　

無
料

▼ 

申
込
締
切　

６
月
29
日
（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先

　

 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

子
育
て
支
援
Ｕ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
講
座
』

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ

ん
。
託
児
（
有
料
）
も
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申

込
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▼
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼ 

募
集
締
切　

６
月
25
日（
月
）

【 

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
座
②
】

▼ 

日
時

　

 

７
月
６
・
13
・
20
・
27
（
金
）

　

10
時
〜
12
時

▼
受
講
料

　

３
０
０
０
円
（
全
４
回
）

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

▼ 

日
時　

７
月
５
日
・
19
日

（
木
）
13
時
〜
15
時

▼
申
込
・
問
合
先

　

パ
ワ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
日
出

☎
75
‐
８
６
３
７

お
う
ち
で
出
来
る　

か
ん
た
ん

ヨ
ガ
療
法

　

動
き
や
す
く
楽
な
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無

料
。
申
込
不
要
。

▼ 

日
時　

６
月
21
日
（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分

▼ 

場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

２
階
大
会
議
室

▼ 

対
象　

患
者
さ
ん
、
ご
家
族

お
よ
び
一
般
の
方

 

▼  

問
合
先　

が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー（
別
府
医
療
セ
ン
タ
ー
）

☎
67
‐
１
１
１
１

県
立
聾
学
校
乳
幼
児
教
育
相
談

　

県
立
聾
学
校
で
は
、
き
こ
え

や
こ
と
ば
の
育
ち
に
不
安
の
あ

る
、
乳
幼
児
（
０
〜
２
歳
）
と

相  

談

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

相
談
日
時　

平
日
（
祝
日
を

除
く
）
９
時
〜
16
時
30
分

※ 

７
月
７
日
（
土
）
も
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

県
立
聾
学
校
（
大

分
市
）

☎
０
９
７
‐
５
４
３
‐
２
０
４
７

県
立
工
科
短
期
大
学
校
創
立
20

周
年
記
念
行
事

　

平
成
30
年
３
月
で
創
立
20
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
大
き

な
節
目
に
記
念
式
典
、
記
念
講

演
、
パ
ネ
ル
展
示
を
開
催
し
ま

す
（
参
加
無
料
・
要
申
込
）。

▼
日
時　

７
月
14
日
（
土
）

▼ 

場
所　

中
津
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル
（
中
津
市
）

▼ 

記
念
講
演
講
師

　

 

諏
訪  

貴
子  

氏
（
ダ
イ
ヤ
精

機
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
）

※ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
10
『
マ
チ
工

場
の
オ
ン
ナ
』
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
方
で
す
。

▼ 

演
題　
『
マ
チ
工
場
の
娘
〜

主
婦
か
ら
社
長
に
な
っ
た
２

代
目
の
挑
戦
』

そ
の
他

▼ 

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
込

▼ 

定
員　

９
０
０
名
（
定
員
に

達
し
次
第
、締
め
切
り
ま
す
）

▼ 

申
込
締
切
日　

７
月
11
日

（
水
）
17
時
ま
で

▼
申
込
・
問
合
先

　

県
立
工
科
短
期
大
学
校

☎
０
９
７
９
‐
23
‐
５
５
０
０

FAX
０
９
７
９
‐
23
‐
７
０
０
１

E-Mail koukatan20y@
oita-it.ac.jp

大
分
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

高
専
生
が
行
う
体
験
学
習
や

模
擬
実
験
、
学
校
説
明
会
や
学

生
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
な
ど
、『
高

専
』
を
体
験
で
き
る
１
日
で

す
。
幅
広
い
世
代
の
方
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
（
入
場
無

料
・
予
約
不
要
）。

▼ 

日
時　

６
月
30
日
（
土
）
９

時
30
分
〜
15
時

▼ 

場
所　

大
分
工
業
高
等
専
門

学
校
（
大
分
市
）　

▼ 

問
合
先　

大
分
工
業
高
等
専

門
学
校
総
務
課
企
画
室

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
４
５
０
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赤十字救急法講習会

■日時
① 基礎講習　７月 11日（水）
　９時～ 15時
② 救急員養成講習　７月 12 日
（木）、13 日（金）９時～ 17 時
30分

※ 救急員養成講習は、基礎講習を
修了しないと受講できません。

■ 場所　日本赤十字社大分県支部
（大分市）
■対象　15歳以上
■定員　30名

※定員になり次第締切
※ 申込が 10 名に満たない場合は
中止の可能性あり
■教材費 
①基礎講習　1,500 円
②養成講習　1,700 円
■持ってくるもの
　 筆記用具、昼食、運動のできる
服装
■申込・問合先　
　 日本赤十字社大分県支部 事業推進課
☎ 097-534-2237

　事故や急病の時に役立つ正しい応急手当の仕方を学びませんか。

※日出町の歳入確保のため、有料で広告スペースを貸し付けています。上記の広告内容を町が推奨・保証するものではありません。

お
誕
生
お
め
で
と
う

（  

）
内
は
保
護
者
名
・
区
名

（  

）
内
は
行
年
・
区
名

※ 

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

阿
南　

節
子 

（
97 

是
城
）

盛
長
キ
リ
ヱ 

（
92 

影
平
）

寺
岡　

達
一 

（
65 

南
浜
）

鈴
木　

秀
美 

（
71 

南
浜
）

末
永　

薫 

（
56 

日
出
中
央
）

田
代　

和
子 

（
93 

日
出
中
央
）

川
口
ト
ミ
子 

（
82 

南
部
）

河
野　

政
隆
（
89 

西
部
）

関
口　

幸
子 

（
80 

一
北
）

岩
尾　

建 

（
67 

赤
松
）

沖
濱　

忠
雄 

（
79 

内
野
）

大
西　

道
子 

（
86 

上
深
江
）

佐
藤　

弘
義 

（
88 

軒
の
井
）

工
藤　

富
男 

（
84 

真
那
井
）

上
杉
ヤ
ヱ
子 

（
95 

真
那
井
）

佐
藤　

悠ゆ
う
き貴 

（
貴
大  

西
の
二
）

田
邉　

彩さ

え恵  （
栄
治  

団
地
南
）

加
耒　

月つ
か
さ咲  （

修
平
・
麻
里
奈  

若
宮
）

藏
山　

七な

な愛  （
大
幸
・
恵
里  

佐
尾
）

松
岡　

岳が

く玖 

（
央
貴
・
青
衣  

上
仁
王
）

河
野　

叶と

あ空  （
洋
平
・
香
菜  

上
仁
王
）

小
野　

新あ
ら
た太  （

茂
久
・
優
子  

東
仁
王
）

坂
元　

陽は
る
き樹  （
光
・
千
聖  

東
仁
王
）

橋
本　

錬れ
ん
ま磨 

（
卓
磨
・
理
梨
香  

東
仁
王
）

木
戸　

鈴す
ず
は春 

（
達
徳
・
香
織  

東
仁
王
）

田
中　

渉
わ
た
る 

（
哲
史
・
奈
津
美  

中
部
）

岩
永　

桜さ
く
ら
こ子 

（
泰
弘
・
直
子  

則
次
）

山
田　

光こ
う
き輝 

（
大
輔  

西
小
深
江
）

田
坂　

芽め

い生 

（
元
生
・
美
穂  

西
小
深
江
）

清
原　

佑ゆ
う
と斗 
（
卓
也  

内
野
）

金
丸
桜お

と

や

燈
陽 
（
幸
政  

内
野
）

福
丸　

彩さ

な愛 

（
大
亮
・
美
咲  

内
野
）

重
吉　

茜あ
か
ね音 

（
崇
雄  
内
野
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

日 出 町 の 人 の う ご き

世帯数 12,300 （ 0）  0
人　口 28,495 （－ 43） － 43
 男 13,695 （－ 23） － 23
 女 14,800 （－ 20） － 20
 南端 281 （＋ 1） 
 豊岡 7,182 （ 0） 
 日出 5,954 （－ 3）
 藤原 3,872 （＋ 3）
 川崎 6,083 （－ 25）
 大神 5,123 （－ 19）
 （　） 内は前月比
  内は平成 30 年４月１日比　

平成 30年５月１日現在の
住民基本台帳の登録人口

二の丸館 イベント情報

中央公民館ホールイベント情報

6 月１日（金）～ 7日（木） 
10 時～ 17時
木原 蘭桜里 個展『書とあーとでつ
づる あたたかいことば展 2018』

6 月９日 （土）10 時 30 分～ 12時
かゆあさワークショップ（消しゴ
ムはんこ）参加費 1,500 円

6 月 16 日（土）・17日（日）
 10 時～ 12時
日出焼きワークショップ（※ひじは
くプラン・要予約） 参加費 1,500 円

6 月 16 日（土） 13 時～ 15時
福田さんワークショップ（折り紙
クラフト）参加費 500 円

6 月 30 日（土）～ 7月 2日（月）
10 時～ 16時
緒方 美鈴 作品展示会

６月 27日（水）
10時～16時30分（９時30分開場）
第 10回　暘谷ふれあい歌謡祭
特別ゲスト　歌手　牟田礼子　氏 
※無料、一般観覧可

2018.6 ㉒2018.6㉓



ひじはく

　城下かれいが最も美味しいこの時期。今年も『城下かれ
いキャンペーン』を開催しています。
　町内の対象店舗で城下かれい料理を食べ、おみやげ品を
購入し、それぞれスタンプを集めると、華

か れ い

麗なる賞品が当
たる抽選会に応募できます。
　これを機に日出町が誇る『天下の美味』をぜひお楽しみ
ください。
※詳しくは『ひじナビ』で検索！ ※写真はイメージです

■開催日　６月 16日（土）・17日（日）
■時間　　10時～ 13時 30分
※  10 時から二の丸館で焼き物作りを体験後、12 時か
ら能

の ら く ろ や

良玄家で城下かれいの昼膳をお召し上がりいた
だきます。

※ 作品の焼き上がりに２週間～１カ月のお時間をいた
だきます。
■料金　　5,500 円（食事代込）
■場所　　二の丸館
■定員　　各４～５名（２日前までに要予約）
■予約・問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255

２代目綾部今朝利氏に
師事する日出焼き
城下かれいのランチ付

■日時 ６月 12日（火）
■時間 10 時 30 分～ 13時
■場所 深見記念館（二の丸館横）
■料金 3,000 円
■持参物 エプロン、手拭きタオル
■定員 ７名（前日までに要予約）
■予約・問合先
　大分デコ巻きずし普及会　☎ 080-5209-6109

城下かれいのデコ巻きと
季節の練りきりアート作り

　様々な体験プランを通してまちの魅力に触れることがで
きる『ひじはく』を開催しています。
　プランなどの詳細は、ひじはくのホームページをご覧に
なるか、日出町観光協会（☎ 72-4255）へお問い合わせく
ださい。※各プランは予約制です。

※他にも多数のプランをご用意しております。詳しくは『ひじはく』で検索。

　10月から行われる『第 33回国民文化祭・おおいた 2018』『第 18 回全
国障害者芸術・文化祭おおいた大会』の日出町イベントとして、６月から
竹のワークショップを町内各地で実施します。
　つきましては、『ワークショップを行う場所を提供していただける方』と
『参加者』を募集します。興味のある方は、日出町観光協会までご連絡くだ
さい。

■募集内容
○ワークショップを行う場所を提供していただける方・・・４名
○ワークショップ参加者・・・40名程度
※ワークショップは 10月まで月に 1～ 2回のペースで実施します。
■問合先　日出町観光協会　☎ 72-4255 2018.6 ㉔2018.6㉕
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